
第61回総合特別区域評価・調査検討会 議事要旨 

 

日 時：令和７年10月29日（水）10:00～11:05 

場 所：永田町合同庁舎 703会議室（オンライン開催） 

出席者：座長 安藤 光義  東京大学大学院農学生命科学研究科教授 

       伊藤 匡    学習院大学国際社会科学部教授 

工藤 裕子  中央大学法学部教授 

羽生 冬佳  立教大学観光学部教授 

山本 昇   国立がん研究センター中央病院副院長・先端医療科長 

事務局：   小山 和久  内閣府地方創生推進事務局審議官 

中西 貴子  内閣府地方創生推進事務局参事官 

塩屋 孝志  内閣府地方創生推進事務局企画調整官 

 

＜令和６年度評価結果のとりまとめについて＞ 

〇事務局より、配布資料（資料２－１～資料６－２）に基づき、国際戦略総合特区及び地

域活性化総合特区における各特区の指定自治体が作成した令和６年度事後評価書に対

する専門家委員による総合評価案及び専門家所見案について説明が行われた。 

〇委員間で意見交換を行い、事務局から説明のあった専門家委員による評価案により本検

討会の評価結果としてとりまとめがなされた。 

 

＜目標時期到来に伴う総合特区計画の認定等について＞ 

○事務局より、配布資料（資料７～資料９）に基づき、令和７年度に目標時期が到来する

総合特区（７特区）について、目標時期到来に伴う総合特区計画の認定を要する特区（６

特区）の新計画案と指定解除申請予定の特区の施行状況について説明が行われた。 

〇事務局との質疑応答及び委員間での意見交換を行い、新計画案について本検討会で出さ

れた委員の意見を特区に伝達し、委員からの意見を新計画案へ反映予定。 

 

＜現地調査の実施状況について（報告）＞ 

〇事務局より、配布資料10に基づき報告し、意見交換が行われた。 

〇委員からは、現地調査を行った特区の取組に関し、今後の取組にも期待している旨のコ

メントがあった。 

 

以上 


